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1. 主 催 東京都高等学校体育連盟 

2. 主 管 東京都高等学校体育連盟弓道専門部 

3. 期 日 令和２年 10 月 25 日（日） 

4. 会 場 東京武道館 弓道場 

〒120-0005 

東京都足立区綾瀬三丁目 20 番 1 号 

03-5697-2111 

 

5. 競技種目 近的競技 

 

6. 競技種類 団体競技（１人では原則団体と認めな

い） 

個人競技（団体予選と兼ねる） 

 

7. 競技規定 公益財団法人全国高等学校体育連盟「弓道競技規則」 

東京都高等学校体育連盟弓道専門部必携 8 頁「大会運営申し合せ事項」 

大会要項（本紙） 

 

8. 進 行 女子団体２次予選（個人決勝を兼ねる）・男子団体２次予選（個人決勝を兼ねる） 

個人決勝（団体２次予選に進出できなかった個人のみ）・女子団体準決勝・男子団体

準決勝・女子団体決勝・男子団体決勝・個人同中競射 

※ 開会式は実施しない。 

 

9. 競技方法 的中制（立射・直径 36 ㎝霞的） 

団体競技は個人競技を兼ねる。個人競技としてのみの行射は２次予選に進出できなかった団体に所

属する個人予選通過者に対して行う。 

(ア) 団体競技 

① ２次予選 各自 4 射 1 回（合計 12 射） 

  １次予選・２次予選の通算的中数の上位から順次 8 チームを準決勝進出チームとする。

ただし、同中チームがある場合は 8 チームを超えることもある 

 

② 団体準決勝 各自 4 射 1 回（合計 12 射） 

  １次予選から準決勝までの通算的中数の上位から順次４チームを決勝進出チームとす

る。ただし、同中チームがある場合は 4 チームを超えることもある 

 

③ 団体決勝 各自 4 射 1 回（合計 12 射） 

  １次予選から決勝までの通算的中数で３位までの順位を決定する。同中チームがある

場合は１本競射を行う 
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(イ) 個人競技 

① 個人決勝（１次予選通過団体に所属する個人予選通過者は２次予選と兼ねる） 

  個人予選・個人決勝の通算的中数で８位までの順位を決定する。同中の場合は次項③

同中競射を行う 

 

② 同中競射 

  全国選抜大会個人競技中止に伴い、優勝決定は射詰競射を行い、２位から 8 位決定は

遠近競射を行う。 

 

10. 注意事項 

(ア) 射場区分 ３人立×3 射場 

(イ) 入館時間 

大会役員：8:30（常任委員） 

団体女子：9:00 ・ 団体男子：9:15  ・ 個人男女：9:30  

※ 上記「個人男女」は１次予選不通過の団体に所属していた３中者を指す。 

※ 団体に所属している３中者は団体２次予選で個人決勝を兼ねる 

※ 引率者は出場する選手と一緒に入館する。 

※ 補欠の入館も認める。 

 

(ウ) 競技順序 

① 選手は「健康状態申告書」を顧問に提出する（10 月 4 日に使用したものに追記する）。 

② 入館は引率者と選手（補欠を含む）のみとする。 

③ 選手は原則として弓道着で入館する（選手控室は女子：遠的場，男子：２階会議室）。 

立順票は、10 月４日に使用したもの（専門部が保管）を使用するため、入館時に提示はし

ない。 

※「健康状態申告書」は受付・本部などには提出せず、各校顧問が管理する。 

④ 招集時間に遅れることなく招集場所に集合する（指定した招集時間に間に合わなかった場

合は、原則として失権とする）。 

招集時間：２次予選は立ごとにプログラムに記載 

     準決勝は女子初立 10:53，男子初立 11:07 

⑤ ２次予選・準決勝で決勝に進めなかった場合や決勝で優勝・入賞出来なかった場合、速やか

に片付けを行い退館する〔応援は禁止する〕。 

⑥ 表彰・閉会式は当該チ－ムの引率・選手のみ参加する。 

⑦ 替矢・替弦は選手が持って入場し、介添は付けない。 

⑧ 引率者は、自校行射中は看的小屋で看的表示板を操作するとともに、行射終了後は自校の矢

取りを行う。 ただし、個人戦の看的業務に限っては密を避ける観点から、当該の立の大前

の選手が所属する学校の引率者が射場（３名）分の看的を行う。 

※ 団体で複数チームが、及び個人で複数名が出場する場合で、引率者が１名の場合は、

補欠生徒など当該校の生徒とともにこの役割を担う。 

※ 大会役員所属校については補助係生徒が行う場合がある。 

⑨ 参加選手ガイドライン・大会役員ガイドライン（後述）を守って大会に参加すること。 

(エ) 制限時間 

① 制限時間は設けないが、弦音打起しに努める。 

② 行射の進行速度が特別遅いなど大会全体の運営に支障をきたす可能性があると判断した場

合は、行射中であっても大会役員が注意を与える場合がある。 

(オ) 選手交代（コロナ禍による日程変更のための特別措置） 

① 団体選手の交代は補欠に登録されている選手に限り認める。ただし、交代は 1 回に限る。 

② 選手交代は、招集までに監督（顧問）が本部に交代届を提出する。 

③ 複数チームで参加する場合、補欠に同一選手を登録することはできない。また、一方のチー

ムの選手を他方のチームの補欠に登録することもできない。 
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(カ) そ の 他 

① 競射には、必ず替矢を用意すること（矢返しは５本目まで行わない）。 

② 突然の欠席等やむを得ない事由により、構成人数が３人に満たない団体での出場が余儀な

くされた場合でも、大会への参加を認める。ただし、団体構成人数の過半数を割る（３人立

に１人で出場）と団体入賞資格はなくなる。 

③ 各校の顧問及びコーチは、必ず「ID」を着装すること。 

④ 原則として無観客とする。 

 

11. 表 彰 

(ア) 団体競技は上位３チームを表彰し、個人競技は上位 8名を表彰する 

(イ) 団体競技優勝校は 12 月 25〜26 日に岐阜県岐阜市で行われる第 39 回全国高等学校弓道選抜

大会の出場権を得る。（ただし、選手に3年生がいるチームは除く） 

※ 昨年度、全国高等学校弓道選抜大会で優勝した芦花高校男子は全国選抜大会の団体出場権を既

に有する。 

※ 今年度の全国選抜は新型コロナウイルス感染予防で大会規模縮小のため、個人競技が中止にな

りました。 

 

12. 引率責任者 

(ア) 出場チームの選手は必ず引率責任者によって引率される。引率責任者は選手のすべての行動に

対し、責任を負うものとする。 

(イ) 引率責任者は、校長の認める当該校の職員とする。また、校長から引率を委嘱された「部活

動指導員」（学校教育法施行規則第７８条の２に示された者）も可とする。 

 

13. 係 分 担 

原則として常任委員及び常任委員所属校の生徒、弓道専門部が委嘱した出場校顧問で行う。 

※ 通過校の引率者は、10.注意事項（イ）の通り、生徒と一緒に入館する。 

 

14. 昨年度入賞校 →第 38 回全国高等学校弓道選抜大会【群馬県前橋市】（令和元年 12月 25〜26日） 

 

男子団体競技    女子団体競技 

優 勝：都立芦花高等学校    優 勝：慶應義塾女子高等学校 

    →優勝        →出場 

２ 位：城北学園城北高等学校    ２ 位：都立桜修館中等教育学校 

３ 位：城北学園城北高等学校    ３ 位：都立美原高等学校 

 

男子個人競技     女子個人競技 

優 勝：大原 逸太（文大杉並）    優 勝：石田 広美 （翔陽） 

    →出場          →決勝進出 

準優勝：森下 晴渡（井草）    準優勝：占部 愛衣理（慶應義塾女子） 

   →出場          →準決勝進出 

3 位：澁屋 太紀（城北）    3 位：竹内 理乃 （杉並総合） 

4 位：荒井 裕希（青梅総合）    4 位：古田 朱野 （國學院久我山） 

5 位：和泉 樂 （芦花）     5 位：上条 愛莉 （翔陽） 

6 位：白根 天馬（東）    6 位：三橋 結子 （桜修館） 

7 位：赤木 隼也（海城）     7 位：清水 花音 （大成） 

8 位：工藤 嶺 （翔陽）     8 位：前田 聡子 （慶應義塾女子） 
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15. 感染予防ガイドライン 

(ア) 参加選手ガイドライン 

① 以下の事項に該当する場合は、自主的に大会参加を見合わせる。 

1. 体調がよくない場合（例：発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合） 

2. 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

3. 過去１４日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域

等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合 

② マスクを持参し着用を原則とする。ただし、的前・巻藁での行射はこの限りではない。 

③ アルコール等による手指消毒、またはこまめな手洗いを実施する。 

④ 大会会場内での可能な範囲で、相手との距離を確保する。 

⑤ 参加者は、入館時に入館管理にて大会役員に立順票を提示する。 

⑥ 会話をする際はマスクを着用し、大きな声での会話、応援（矢声）等をしない。 

⑦ 指定された時間帯に入館し、試合後は速やかに帰宅する。 

⑧ 試合会場入場時は下駄箱を使用しない。各自下足袋を持参する。 

⑨ 原則として試合会場での更衣はできない。自宅から道着を着用し大会に参加する。 

⑩ 原則として弓具などの共用はしない。事情により共用する場合は、手洗い・消毒を励行する。 

⑪ 使用する弓具は常に清潔に保つことを心がける。 

⑫ 熱中症防止のために飲料摂取を推奨するが、飲食物を手にする前に手洗い、手指消毒を行

い、飲食は指定場所以外で行わず、周囲の人となるべく距離を取って対面を避け、会話は控

える。 

⑬ 感染防止のために都・学校が定めた措置を遵守し、指導者の指示に必ず従う。 

(イ) 大会役員ガイドライン 

① 参加者が遵守すべき事項を明確にして協力を求める。また遵守できない参加者には、大会参

加を取り消したり、途中退場を求めたりすることがあり得ることを事前に周知する。 

② 会場入り口にアルコール等による消毒液を設置する。 

③ 役員は、必ずマスクを着用する。 

④ 手洗所・洗面所にはハンドソープ(ポンプ型)を設置する。 

⑤ 「手洗いは３０秒以上」「マイタオルを使用すること」と掲示する。 

⑥ 複数の参加者が触れると考えられる場所(ドアノブなど)は、こまめに消毒する。 

⑦ 道場内は常時換気を徹底させる。 

⑧ 役員同士は可能な限り距離を確保し、接触しないことを心掛ける。 

⑨ 道場内が「三密」にならないよう、人数制限を設定する。入館指定時間の遵守、試合終了後

の速やかな帰宅を呼びかける。 

⑩ 参加者に飲食物の提供は行わない。 

⑪ 参加者のゴミの持ち帰りを掲示し徹底する。 
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東京武道館 入館後の導線 
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参加校引率責任者の方には自校の選手が引く立の看的及び矢取りを行っていただきます。大会当日は学

校ごとに分散集合（予定）ということもあり、説明する機会がありません。以下の手順をよく読んで質問

などがございましたら事前にお問い合わせください。 

 

試合は４射場展開で行い、予選は以下のように参加校の射場を抽選により固定します。 

プログラムの例 

 

第一射場と第二射場を前射場
まえしゃじょう

、第三射場と第四射場を後射 場
うしろしゃじょう

と表記します。 

1. 自校の選手の立が始まる前に前射場は向かって右（観覧席側）の看的小屋付近に、後射場は向かっ

て左の看的小屋付近に控えてください。 

2. 前射場と後射場には的前審判が 2 名ずついるのでそれぞれがどの射場の的前審判を行っているか

予め確認しておいてください（業務交代の際、前任の方に聞いてください。） 

3. 自校の選手の立で看的表示板を操作する。ただし、看的表示を行う射場を入れ替えて自校の看的表

示をすることのないように注意する。 

例：〇〇高校は第一射場で行射するので、〇〇高校の引率責任者は第二射場の◎◎高校の看的表示

を行う。 

4. 看的小屋から的前審判が示す通りに、あたり（○）はずれ（×）を表示する（東京武道館の看的表

示は上から出します）。自身の判断で的中表示をしないよう注意して下さい。 

5. 行射終了後、「確認お願いします」の放送で自校の射場の落的付近に控え矢取りの合図を待ってくだ

さい。 

【的前審判】 

全的確認は射場ごとに、的前審判が全的確認を行い的審補助が看的表示板との確認を行う。 

的中に疑義が生じた場合は隣射場の全的確認者に依頼し共に確認する。訂正が生じた場合は、確認

役が看的小屋で表示板の訂正を行う。 

6. 全的確認後、「矢取りお願いします」の放送で自校の射場の矢を全て抜き、看的小屋へ戻る。 

7. 矢を看的小屋に置いて、看的表示を元に戻し次の立に備える。 

8. 以降、自校の行射が終わるまで繰り返す。 

9. 自校の行射が終えたら、それまで看的小屋に置いておいた矢を回収し（適宜矢拭きを行う）選手へ

返却する。 

 

※ 看的表示をする射場と矢取りをする射場が違うことに注意してください（看的表示は他校で、矢取り

は自校です）。 

※ 自校の行射よりも早めに集合し、業務の流れを把握してください。不明な点は業務開始前に的前審判

に聞くなどして解消して業務に臨んでください。 

立 第一射場 第二射場 第三射場 第四射場

1 〇〇高校 男子A ◎◎高校 男子A △△高校 男子A □□高校 男子A

2 〇〇高校 男子B ◎◎高校 男子B △△高校 男子B □□高校 男子B

3 〇〇高校 女子A ◎◎高校 女子A ●●高校 男子A □□高校 女子A

4 〇〇高校 女子B ◎◎高校 女子B ●●高校 男子B □□高校 女子B
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女子団体 

  

立 成　　　　績 合

順 計 計 計

× × ○ ○ 2

75 女Ａ ○ × × × 1 6

入館可能 ○ ○ × ○ 3

9:00 × × ○ ○ 2

1 招集 79 女Ｂ ○ ○ ○ × 3 6

9:50 ○ × × × 1

× × ○ ○ 2

94 女Ｂ × × × ○ 1 6

○ × ○ ○ 3

× × ○ ○ 2

100 女Ｂ ○ ○ ○ ○ 4 8

入館可能 ○ × × ○ 2

9:00 ○ ○ ○ ○ 4

2 招集 107 女Ｂ ○ × ○ × 2 7

9:57 × × ○ × 1

× ○ ○ × 2

148 女Ｂ × × ○ ○ 2 8

○ ○ ○ ○ 4

× ○ × ○ 2

166 女Ｂ × ○ ○ ○ 3 6

入館可能 × × × ○ 1

9:00 ○ × × × 1

3 招集 180 女Ａ × × ○ ○ 2 7

10:04 ○ ○ ○ ○ 4

0

0

慶應女子

慶應女子

桜修館

吉祥女子

東

早稲田実業

翔陽

東海大高輪台

一 次 予 選 二 次 予 選
学校（チーム）名 選手名 学年立 集合時間
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男子団体 

立 成　　　　績 合

順 計 計 計

○ × ○ ○ 3

12 男Ａ × × ○ ○ 2 6

入館可能 × × × ○ 1

9:15 × ○ ○ ○ 3

4 招集 99 男Ｂ × × × × 0 6

10:11 ○ ○ ○ × 3

○ ○ ○ × 3

102 男Ｂ ○ × ○ ○ 3 9

○ ○ ○ × 3

× × ○ × 1

109 男Ａ ○ ○ × ○ 3 6

入館可能 × ○ × ○ 2

9:15 ○ ○ ○ × 3

5 招集 113 男Ｂ × × × ○ 1 7

10:18 ○ ○ ○ × 3

× × ○ × 1

154 男Ａ ○ × × ○ 2 6

○ × ○ ○ 3

× × × × 0

156 男Ｂ ○ ○ ○ ○ 4 7

入館可能 ○ × ○ ○ 3

9:15 ○ ○ ○ ○ 4

6 招集 172 男Ａ × ○ × × 1 6

10:25 × × ○ × 1

× ○ × ○ 2

190 男Ｂ × ○ × ○ 2 6

○ × × ○ 2

○ × ○ × 2

191 男Ｂ ○ × × ○ 2 7

入館可能 ○ ○ × ○ 3

9:15

7 招集

10:32

明星学園

桜修館

美原

美原

錦城

早稲田実業

芝浦工大

佼成学園

青梅総合

昭和

選手名 学年
一 次 予 選 二 次 予 選

学校（チーム）名立 集合時間
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女子個人（１次予選通過団体選手を除く） 

 

 

男子個人（１次予選通過団体選手を除く） 

立 成　　　　績 合

順 計 計 計

4 昭和Ａ 大前 ○ ○ × ○ 3

8 昭和Ｂ 落 ○ ○ × ○ 3

入館可能 45 井草Ｂ 大前 ○ ○ ○ × 3

9:30 68 東海大学菅生Ａ 大前 ○ ○ ○ ○ 4

8 招集 89 國學院Ｂ 落 ○ ○ ○ × 3

10:39

118 桜美林Ａ 中 ○ ○ ○ × 3

184 東海大高輪台Ｂ 落 ○ ○ × ○ 3

学校（チーム）名 選手名 学年
一 次 予 選 二 次 予 選

立 集合時間

立 成　　　　績 合

順 計 計 計

22 多摩大学目黒Ａ 中 × ○ ○ ○ 3

53 井草Ｂ 大前 ○ ○ ○ ○ 4

入館可能 58 昭和第一Ｂ 落 ○ × ○ ○ 3

9:30 115 東Ｂ 大前 × ○ ○ ○ 3

9 招集 119 城北Ａ 大前 × ○ ○ ○ 3

10:46

123 城北Ｂ 大前 ○ ○ ○ ○ 4

178 海城Ａ 大前 ○ × ○ ○ 3

二 次 予 選
学校（チーム）名 選手名 学年

一 次 予 選
立 集合時間



予選通過集計 
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準決勝・決勝 
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立 予選 成　　　　績 合

順 的中 計 計 計

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

学校（チーム）名 選手名 学年
準 決 勝 決　勝



立ち順早見表 
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